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スポーツメディアの「役割語」についての一考察 

―ウサイン・ボルトとカール・ルイス等を例に― 

 

                          清水 泰生（同志社大学） 

                            app@fsinet.or.jp 

 

【要約】 

本研究で、金水氏1、太田（2009）（2017）のいうスポーツメディアにおける役割語について、ウサ

イン・ボルトの役割語を中心に考察した。ウサン・ボルト2以外に 20 世紀スーパースター、カール・

ルイス3らの歴代のスプリンターの役割語はどうなっているのか、他の陸上競技の選手の役割はどうな

っているのかを考えた。その結果、ルイスは「私」がよく使われ、ベン・ジョンソンは、ドーピング

検査前は役割語「オレ」が多く使われたが、発覚後は「私」4「僕」になった。このように、立場、状

況等によって役割語が使われなくなることを「役割語の消滅」、役割語が変わることを「役割語の転換」

と呼んだ。 

 

１．はじめに 

ボルトの一人称Ｉを「私」や「僕」ではなくて「オレ」と訳するのが多いと言う指摘が、2009 年ご

ろから言語学界で話題になっている。そして、それが、スポーツにおける役割語だといわれているよ

うである。 

なぜ「オレ」と訳するのか、スポーツに全く関わっていない言語学者金水敏氏は、「オレ」は、マッ

チョで男らしい・力強い・男性的。一方、「僕」は、おとなしい・知的・インテリと考え、「私」はキ

ャラクターがないと考えている。また、金水氏は、ボルトは、その強さはもちろんのこと、陽気でひ

ょうきんなジャマイカ人である親しみやすさも手伝い、「オレ」というキャラクターが出来上がって自

分のことを「オレ」と訳していると主張している。確かにそうであるかもしれないが、もう少し深く

考えてみるとさらに面白いのではないかと思う。本発表でそのことを指摘し、この研究の今後の可能

性について考えてみたい。 

 

２．役割語の定義 

役割語の定義は何か。金水（2003）によると「ある特定のことば遣い（語彙・語法・言い回し・イ

ントネーション等）を聞くと特定の人物像（年齢）、性別、職業、階層、時代、容姿・風貌、性格等）

を思い浮かべることができるとき、あるいはある特定の人物像を提示されるとその人物がいかにも使

用しそうなことばを思い浮かべることができるとき、そのことばを「役割語」」と呼ぶ。 

                                                   
1 Withnews 2016 年 9 月 18 日「 ボルトの一人称は「俺」？「僕」？ しっくりくるのは…… イメージ作る役

割語の活用法」での金水氏のコメント  

2 本文、注釈での「ボルト」はウサイン・ボルトのことを指す。 
3 本文、注釈での「ルイス」は、カール・ルイスのことを指す。 
4 金水、太田の論考から「私」は「僕」「オレ」と対比する概念で役割語ではないと解釈される。 
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 金水（2016）は、「そうじゃ、わしが知っておる」を博士語、「そうですわよ わたくしが存じてお

りますわ」をお嬢様ことば、日本語話者ならそのはなし方と人物像をほぼ 100 パーセント結びつける

ことができる。 

役割語はマンガ、アニメなどのフィクションの世界に多く登場するバーチャル日本語である。外国

人スポーツ選手のインタビューも翻訳文のことば使いもフィクションではないものの、実際に選手が

日本語を話しているわけではない点と製作者が選手のキャラクターに合わせて翻訳語を選んでいる点

で役割語である。 

                               

金水氏のボルトの役割語に関するコメントの以下のとおりである5。 

 

金水教授が考える「俺」と「僕」には以下の違いがあります。 

   「俺」：マッチョで男らしい・力強い・男性的 

   「僕」：おとなしい・知的・インテリ 

 リオ五輪の時のように、最近のスポーツ報道では、その背景にドラマやストーリー性が求められ、

メディア側としてもキャラクター性を各選手に与える傾向にある、と金水教授は指摘しています。ボ

ルト選手の場合、その強さはもちろんのこと、陽気でひょうきんなジャマイカ人である親しみやすさ

も手伝い、「俺」というキャラクターが出来上がっているとのこと。 

 全ての選手が一律に「私」と邦訳されては味気なくなってしまうため、一定程度のキャラクター性

を与えることは必要だと金水教授は言います。 

 

一方、太田（2009）は、スポーツ放送の外国人選手の発言の字幕の文末表現と一人称代名詞を「テ

レビのスポーツ放送における役割語」と定義した。以下は、太田（2009）が述べたことである。 

 

役割語（文末）は、「さ」「な」「（な）の」「（だ）ぜ」「（だ）ぞ」「（だ）ね」「（だ）もの」「（だ）も

ん」「（だ）よ」「だろ」「んだ」「かしら」「かな」「よね」「わ」「です・ます体」であり、一人称代名詞

は「俺」「僕」である。 

 

また、太田（2009）(2017)は役割語が出現する人物像にいくつかパターンがあると述べている。以

下がそれである。 

 

① スーパースター（男性のアスリートである） 

「オレ」「僕」などの第一人称語、文末に「～んだ」「～だよ」「～さ」などを多用し、「男らしさ」＝

「強さ」という機能を追加  

例：俺はスーパースターさ 強いんだ 

② 〇〇女王と呼ばれる女子選手「～（だ）わ」「～の」などの終助詞が多用されるが、その機能は「和 

らげ」による「女らしさ」ではなく、頂点に立つ女性の持つ「強さ」。 

                                                   
5 Withnews 2016 年 9 月 18 日 ボルトの一人称は「俺」？「僕」？ しっくりくるのは…… イメージ作る役割

語の活用法より、金水氏は太田（2009）の論考に基にして言及している。 
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例：負ける気がしないわ 

③ ライバル対決で出てくる男性選手 

男性役割語がつかわれ「強さ」と「攻撃性」を付加 

例：おれは日本の選手を倒すマシーンになるんだ 

④ 濃いキャラクター性のある選手 

役割語で親しみのキャラなどを演出することがある。 

例：でも俺の国は陸上つよいだろ 速い選手たくさんいるんだ 

⑤ 競技者としては恵まれた立場のない選手 

「です・ます体」で思いや訴えを表す。 

例：障害があっても努力すれば夢は実現するのです6。 

 

太田は、ボルトは、「オレ」がよくつかわれると述べている。確かに（１）（２）を見るとそのよう

に思える。 

・（１）7（2013 年 10 月の世界マスターズ陸上競技選手大会権 200m 決勝で武井壮が銅メダルを獲っ

たときの動画をウサイン・ボルトが見たときのボルトのコメント）４０歳になって、オレもあんなふ

うに走っていたいよ。４０代なのに、いいコンディションで、200m 走れるなんてすごいな。（2014

年 7 月 12 日放送フジテレビ すぽると！） 

・（２）ボルト 2 冠モードに 

 男子 200 メートルのボルトは順当に決勝進出。午前中の予選は１着通過ながら記録は 20 秒 66 と平

凡で「調子は悪くないし、足の状態もいい。だけど、俺は朝型人間じゃないからなあ」。夜の準決勝

は少しギアを上げて全体 4 位の 20 秒 12 と、100 メートルとの〈2 冠モード〉に。上位 2 人が 19 秒台

をマークしており、この種目の３連覇を狙う王者の表情に真剣味が増してきた。（2013 年 8 月 17 日

読売夕刊） 

 

３．疑問点 

太田、金水に関して、なるほどと思う反面、次の点はどうか少し疑問に思った。 

① 種目によって、役割語のあらわれる頻度等が違うのではないか。 

② 強さでも 100Ｍと棒高跳び、ハンマー、1500Ｍなどでは強さが違い、その役割語も違うのではない 

か。 

③ 太田（2009）（2017）が、論考で、スーパースター語と述べているが、ルイスはどうか。ルイスの

場合、「私」、「自分」が多いような気がする。それとスーパースターとは何だろう。超人とは何だろう。

スーパースターといわれるルイスとボルトではいろいろな点でかなり違う。 

④ 太田（2009）（2017）が、ライバル対決の男性選手は、男性役割語を使うと言っているが、過去の 

ライバル同士の場合はどうなのか。過去のいろいろなライバルがあったはずだ。それらと太田との類

似点、相違点は何か。 

                                                   
6 ①~⑤の例文は太田（2009）、文は太田（2017）より。なお太田は、文末表現も役割表現とせずに役割語として

いる。 
7 用例の記号を・（ ）とする。 
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⑤ スプリンターでも歴代スプリンターによってタイプが違ってくるのではないか。ルイスとボルト 

とマイケル・ジョンソンではスプリンターのタイプが違う。それが役割語にどう影響しているのか。 

⑥ スポーツの社会的状況も役割語に影響を与えているのではないか。ドーピング問題、スポーツの 

商業化などが役割語に影響しているのではないか。 

 

アニメとスポーツはやはり少し違うのはないか。スポーツの場合、もっといろいろな社会背景的要

素が絡んでいるのではないか。金水、太田の考察にスポーツ社会学、陸上競技学や陸上競技に関わる

ことがさらに論考を発展させるのに必要となるのではないか8。本論ではそのことについて考えてみた

い。今回、短距離に焦点を当てて考えてみたいと思う。 

 

４．スプリンターの歴史 

考察の前にスプリンターの歴史を見てみよう9。スプリンターのスーパースターはベルリン五輪のジ

ェシー・オーエンスから始まり、1964 年東京五輪のボブ・へイズ、そのあと 1984 年ロス五輪までカ

ルビン・スミス、ロス五輪から 1996 年アトランタ五輪まで（20 世紀スーパースター）カール・ルイ

スと移っていった。そして、ルイスのライバル、ベン・ジョンソン、リロイ・バレル、リンフォード・

クリステイー、200m400m のスペシャリストのマイケル・ジョンソンがルイスと同じころ 1990 年代に

活躍した。そのあと、2000 年前後活躍したトノバン・ベリー、モーリス・グリーン（以下本文ではグ

リーンと言う）、2004 年アテネ五輪金メダリスト、そのあとドーピング違反で出場停止から復活した

ジャスリン・ガトリン（以下本文でガトリンと言う）、世界陸上 2007 大阪大会で活躍後、ドーピング

で出場停止のタイソン・ゲイ、アサハ・パウエルとスプリントの主役が移り、そして、史上最速、最

強スプリンター、ウサイン・ボルトが登場である。その史上最強のスプリンター、ボルトも 2017 年に

引退をして現在は、主役不在で混とんとしている。 

 

５．スプリンターのタイプ 

スプリンターにもいろいろなタイプがある。 

100m を走れるだけでなく走り幅跳びも飛べるジャンパー型は、ジェシー・オーエンスやルイスであ

り、走り方もしなやかであり 200m も走れる。背も高い。一方、100ｍ専門タイプは、ベン・ジョンソ

ン、グリーンであり筋肉粒々、ずんぐり体型で、背もそう高くない。100、200ｍタイプはタイソン・

ゲイ、アサハ・パウエルである。ただ、ルイスと違って走り幅跳びができない。200、400ｍタイプは、

マイケル・ジョンソンでスプリンターとして珍しいタイプである。 

スプリンターと言ってもタイプは様々で、スプリンターのタイプによって役割語も違ってくるかもし

れない。 

 

６．陸上競技の試合 

次に、陸上競技の世界的な大会についてみてみたい。五輪以外に世界陸上が、二年に一度開かれ、

                                                   
8 金水氏はスポーツ、スポーツメディアに全く関わっていない。太田氏はメデイア関係者だが、私が知る限りだ

と陸上競技に関わっていないようである。言語の研究といってもその分野の言語の背景となっている知識、経験

があると研究に深みが出てくると思う。 
9 100m の日本、世界新の歴史については https://www.yomiuri.co.jp/graphics/10seconds/ 
（2020 年 12 月 1 日採集）参照 
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五輪が開催されないときに開かれる。世界陸連のダイヤモンドリーグは毎年、世界各地で転戦し賞金

を出すリーグである。 

 

７．考察資料 

インタビューと新聞、雑誌、ネット記事等を採集して分析を試みた。なお、新聞は、朝日新聞、読

売新聞、毎日新聞10のテーターベース11を使って考察した。考察のために集めた、検索したデーターベ

ースは、1984 年 1 月 1 日から 2017 年 12 月 31 日までの分である12。 

 

８．伝達媒体による役割語の特徴 

本格的な考察に入る前に伝達媒体による役割語の特徴について少し触れてみたい。 

・（３）マンハッタン、ブルックリン、クイーンズ、ブロンクス、スタンアイランドというニューヨー 

クの 5 つの行政区すべてを走れる大会はほかにないわ」 

 

（３）は女性の外国人の会話である。文末表現「わ」が女性の役割語だと言える。 

 

・（４）「ニューヨークで生きることはとてもストレスでエネルギーを消費する。それをみんな発散さ

せに来るのさ。ニューヨーカーは、バーやクラブに夜遊びに行くことをナイトアウトって言うんだけ

ど、僕たちにとってのナイトアウトは走ること。で、どうせ走るのならクールでヘルシーな方がいい

だろ。僕はそのスタイルを提案しているんだよ。」（マシューさんという若い男性）『SKY WARD』 2017

年 2 月 

 

（４）は男性の会話で「僕」「（ん）だよ」「のさ」は男性の外国人の役割語だと言える。一方、（５）

のように日本人の男性（のインタビュー）なら文末表現「ですね」になるであろう。 

 

・（５）「雰囲気もよくて、とても楽しめる大会です。相撲を取れるのももちろんですけれどこんな風

にいろいろな人と楽しくさせてもらえるのがうれしいですね」『相撲』2016 年 8 月号 

 

テレビのインタビューと新聞、雑誌等とでは、人称の役割語は、違いがないのだが、文末表現の役

割語は、異なることがある。（６）の場合文末表現の役割語「～んだ」が使われているが（７）は、使

われていない。 

 

・（６）（カール・ルイス）僕は本当に勝ったんだ！（1996 年アトランタオリンピック後のインタビュ

ー） 

・（７）「ヒューストンで、今回の五輪が最後のオリンピックになると話した日、ルイスは「私はもと

もとはロングジャンパー。今回もチャンスがあると信じている」と強調した。 自分の力に自信を持

                                                   
10 以下、朝日新聞を朝日、読売新聞を読売、毎日新聞を毎日として記述する。  
11 朝日のデーターベースは聞蔵Ⅱ、読売のデーターベースはヨミダス、毎日のデーターベースは毎索を使った。 
12 取り上げている人物のアスリートとして活躍していた期間の記事（データーベース）を採集した。人によっ

て活躍した期間が違うのでデーターベース（採集した）期間も違う。 
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つこと。決してあきらめないこと。シーズンオフに学校を回って、ルイスが子供たちに伝えた言葉だ。

ネバー・ギブアップ。この夜の彼は、世界中が見守る中で、それを実現して見せた。１９９６年７月

３０日読売夕刊 

 

新聞記事等の書き言葉の場合（７）のように文末表現の役割語が表れないことが多いが、（３）（４）

のように対話をそのまま述べる場合は文末に役割語が表れやすい。会話をそのまま叙述しているから

そうなるのだと言える。 

 

９．スーパースター カール・ルイスについて 

 ボルトと並んで陸上界のスーパースターは、やはりルイスであろう。ルイスの役割語はどうであろ

うか。 

 

・（８）「オーエンス未亡人に金一つささげる」 

 四冠を達成したカール・ルイスはテレビのインタビューに応じ、「金メダルの一つは、ジェシー・

オーエンスの未亡人に、他の三つは、両親にささげるつもりだ」と語った。その理由として、「オー

エンスが与えてくれたインスピレーションがなければ、今日の私はなかっただろう」と、偉大な先駆

者への感謝を示した。 

この日のレース後の記者会見で「オーエンスは伝説的存在だが、私はただの人間にすぎない」と、大

先輩との対比を否定したが、なお強気がのぞいた13。「あのブーは、もっとすごい本当のルイスを見た

かったからだと思う。光栄だ」「オリンピックも一九三六年といまとでは全然違う。マスコミとの関

係もずっと難しい」「おれがいくら稼ごうと、関係ないことだ。四つの金メダルはだれも奪えない」 

 だが、モーゼスのように、世界的英雄になっても、その人柄が愛される選手もいる。ルイスが単な

る四冠王にとどまるのか、後世に語り継がれる偉大なスポーツマンになるのか。その第一歩がきょう

始まった。1984 年 08 月 13 日朝日 

 

（８）はロス五輪で四冠を達成した後のことである。傍線で明確に表しているが、強気で攻撃的なこ

とを表すために「オレ」が使われている。ただ、その場合、彼が若くて無敵だったロス五輪のころで

ある。そのあとは、ルイスは、無敵でもなかったし年も取ったので「オレ」は使わなかったであろう。 

・（９）レース後、ルイスが泣いた。四年前亡くなった父親のことを聞かれた時だ。「私の最高のパ

フォーマンスを見てくれる人がいなかった。でも雲の間から父は見ていてくれたと思う。こんな時に

涙を見せるべきではないのだが……」と言葉を詰まらせた。1991 年 8 月 26 日毎日 

 感動して泣いている場合「オレ」が使いにくい。これも強いこと、攻撃的でないので役割語「オレ」

は、使われないであろう。 

・（１０）スターティングブロックの角度を調整し、これまでより低いスタートに変えるなど技術的

                                                   
13 文字の網掛けは著者がしたものである。以下の例文の網掛けも同様。その個所が注目すべきという意味で記し

た。 
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な改良も取り入れた。七月一日で三十五歳。体力的な衰えは隠せないが「まだ、昔のトップランナー

が世界で活躍しているのは、みんな経験が豊富だからだ。私も今年は例年以上に練習を重ねてきたし、

自分がいい状態にあるのを感じている」と若手の追い上げにひるむ気配はない。1995 年 6 月 12 日読

売夕刊 

・（１１）「リレーで私に勝る者いない」 敗れてもルイス節 

 男子二百メートルで五位に終わり代表を逃したルイスは「五輪に向けていい感じがつかめたよ。今

日は胸を張って競技場を去りたい」と負け惜しみとも言える言葉を口にした。決勝で与えられたのは

1 レーン。いつも中央のレーンにいたルイスにすれば屈辱的だった。そのため、ゴールするまで５レ

ーンのジョンソンの背中しか見えなかった。レース終了後はジョンソンをほめたが「私はまだ自分の

中にスプリンターとしてのいい面が残っている。リレーで走れたら、アンカーとして私に勝るものは

いない」と、ルイス節を披露していた。1996 年 6 月 25 日朝日 

 

（１０）について、ルイスは、３５歳と年を取って力が衰えてきているので「オレ」が使われにく

い。アトランタ五輪の予選会全米選手権の後の（１１）の場合、ルイス節と書いているが、ルイスは、

力が衰えて負け惜しみに聞こえるので「オレ」が使われにくい。ルイスの自分の競技の経歴が、（最後

の引退レースとフライングで失格になったレース以外は）勝ち続けたボルトの競技の経歴とは違うと

ころでありそのことが役割語にも多少なりとも影響していると言えよう14。 

 

・（１２）「今日の金メダルが一番うれしい」 

ルイス選手は競技後の会見で、「今日の金メダルが、今まで手にした中で、一番うれしい。最も集中

して取り組み、最も痛みを伴って得たものだからだ」と喜びを表した。 

 「第二のカール・ルイスは出現するか」という質問に対しては、「出てこない。でも、一人ひとり違

う個性の選手が活躍してゆくだろう」と述べ、「いつの日か、若い人たちによって私の（金メダル数の）

記録が破られることを願っている」と締めくくった。1996 年 7 月 30 日読売 

 

（１２）のルイスは、アトランタ五輪走り幅跳びで金メダルを取って引退するので、太田（2017）の

ボルトの引退が近いときと同様「私」が使われる。 

 先ほど述べたボルトとルイスはアスリートとして歩んできた道の違いもあるが、それ以外にも生ま

れ育ちの違いもある。ボルトはカリブのジャマイカ出身で陽気な両親のもとで育った。ボルトはアメ

リカへ陸上留学の話もあったが陽気な国ジャマイカを離れてアメリカに行きたくなったそうである。

一方、ルイスは、両親は元陸上競技選手、兄はサッカーの元アメリカ代表選手、妹のキャロル・ルイ

スは走幅跳の選手で 1983 年世界陸上競技選手権大会で銅メダルを獲得したまさにエリートスポーツ

一家であった。それらの環境もボルトは「オレ」がよく使われ、一方ルイスは「私」がよくつかわれ

                                                   
14 2005 年 1 月 1 日から 2017 年 12 月 31 日（台頭し始めてから引退するころまで）までで、ボルトの第一人称に

「オレ」（「俺」、「おれ」の表記も含む）を使ったのが、朝日、読売、毎日、三紙合わせて 69 件、「ぼく」（「僕」、

「ボク」の表記も含む）が 58 件、「私」（「わたし」、「ワタシ」の表記も含む）が 33 件であった。一方ルイスの

第一人称が「オレ」（「俺」、「おれ」の表記も含む）であるのは、1983 年 1 月 1 日から 1996 年 12 月 31 日まで（台

頭し始めてから引退するころまで）で、朝日、読売、毎日、三紙合わせて 10 件、「私」（「わたし」、「ワタシ」の

表記も含む）であるのは朝日、読売、毎日、三紙合わせて 37 件、「ぼく」（「僕」、「ボク」の表記も含む）である

のは朝日、読売、毎日、三紙合わせて 8 件であった。 
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るという違いに影響を与えたのではないか。 

 

１０．ルイス、ボルト、ベン・ジョンソン以外のほかの歴代のスプリンター  

ルイス、ボルト、ベン・ジョンソン以外のほかの列代のスプリンター、マイケル・ジョンソン等の

場合はどうであろうか。 

 

・（１３）五輪史上初めての男子二百メートル、四百メートルの二冠達成は、余りにも劇的だった。

今のジョンソンの力量からすれば、「二冠宣言」は現実的な目標でしかない。すでに昨年の全米選手

権、世界選手権で実証しており、ジョンソンはただ、自分の公約を守るプレッシャーだけがライバル

だった。「だが、私はそんなプレッシャーの中でレースをするのが好きなんだ」。この男は、重圧す

ら味方につけているのか。カール・ルイス（米）の話題性に比べれば、ジョンソンは余りにもきまじ

めで、面白みに欠ける面もあった。百メートルでベン・ジョンソン（カナダ）、走り幅跳びでマイク・

パウエル（米）という好敵手を持っていたルイスは幸福だった。ライバルとの戦いの中で、ドラマを

作り、スターの座をつかんだ。1996 年 8 月 2 日朝日 

 

 （１３）は、アトランタ五輪でマイケル・ションソンが二冠を達成時のものである。生真面目さを

表すために「オレ」や「僕」を使わず、「私」を使っていると言える。ただ、ルイスと仲が悪いの

で（１４）のようにルイスの話題になると嫌悪を露骨に出すために本当は、生真面目な性格だけれ

ども、通訳者は、わざと「オレ」を使ったのでないか15。 

 

・（１４）ジョンソン、一人の世界 「銀・銅いらぬ」余裕の大差（ハイライト） 

 両足には純金をちりばめたスパイク。男子四百メートル決勝を、ジョンソンが走る。「オレに銀メ

ダルはいらない。もちろん銅も」。胸を反り、ただ一つ、最も光り輝くメダルだけを目指して突き進

んだ。ジョンソンは記者会見で、ルイスと比較される質問に嫌悪感をあらわにした。「みんな、ルイ

スを宿敵というが、自分はちっとも思っていない。その意味がよくわかったろう」と言い切り、「オ

レが世界一だ」と付け加えた。1997 年 8月 5日朝日夕刊 

 

 さて、マイケル・ジョンソン以外のスプリンターはどうか。 

 

・（１５）陸上男子百メートルの世界記録と世界選手権２連覇。輝かしい実績を引っ提げてシドニー

五輪に乗り込んだグリーンには、当然のように金メダル獲得への大きな重圧がかかった。それをはね

のけて勝つのが王者の条件と分かっていても、決勝が近付くと緊張で押しつぶされそうになった。（中

略） 決勝。スタートに集中し、視線を下に落とす。号砲がグリーンの本能を呼び起こし、重圧から

解放した。はじかれたように飛び出す。低い姿勢で加速すると、４０メートル過ぎにはもう横にだれ

もいなかった。 

 表彰台で目をうるませながら、故障で代表を逃した一九九六年のアトランタ五輪を思った。「ここま

                                                   
15 1990 年 1 月 1 日から 2001 年 12 月 31 日まで（台頭し始めてから引退するころまで）で朝日、読売、毎日三紙

合わせて「ぼく」（「僕」、「ボク」の表記も含む）が 2 件「私」（「わたし」、「ワタシ」の表記も含む）が 9 件「オ

レ」（「俺」、「おれ」の表記も含む）が 8 件であった。 
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でのことを思い出すと、涙があふれそうになった」 

 「記録に限界はない。オレはもっと速く走れる」と豪語する男は、来年も短距離界の主役を務める

だろう。 

・（１６）この２人のライバル意識は激しい。米国代表選考会で勝ったミッチェルは、「ナンバーワ

ンはおれだ」として、五輪のリレーは当然アンカーを望んだ。そして、「ルイスにバトンを渡す役は

嫌だ」と、最後までもめたいきさつがある。1992 年 9 月 13 日朝日 

 （１５）（１６）のモーリス・グリーン、デニス・ミッチェルは、ボルト、ルイス、マイケル・ジ

ョンソン、ベン・ジョソンよりメディアに出ていない。だから、一般の人が持つスプリンターのイメ

ージ（力強さ）を持った「オレ」が使われたのだろう16。モーリス・グリーン、デニス・ミッチェルも

スプリンターとして背もあまり高くない（175 センチほど）筋肉の塊のスプリンターであるので、金

水のいう役割語「オレ」の持つイメージの一つである「マッチョ」に当てはまると言える。 

 

１１．カール・ルイスのライバル、ベン・ジョンソンについて  

カール・ルイスのライバルのベン・ジョンソンについてみてみよう。 

 

・（１７）「ヤツは最初の走りがヘタ」運転手がドアから手招きするので入っていくと、地下室にあ

る居間のソファでベンはくつろいでいた。「日本の新聞社だって？聞いていないな。マネジャーを通

したのかい」床に置いてある電気マッサージ器からのびた６本の電極が、右足のふくらはぎに貼りつ

けてある。使い方によっては危険なのだそうだが、筋肉の疲労を取り、かつ強化もするという、いま

はやりの秘密兵器なのだ。－－ルイスが選考会で９秒７８で走ったけど。「追い風５．２メートルで

だろう、遅すぎる。風がなければ、せいぜい１０秒０５だよ。オレなら風に乗って９秒４０で走る。

ヤツはいつもそうだけど、最初の４０メートルの走りがヘタなんだよ」－－ソウルでの金メダルの自

信は。「ヤツは『金メダルを取る』といっているが、オレにすれば『ヤツはオレには勝てない』とい

うところかな」優勝タイムはどのくらい。「９秒９０か、もうちょっといい、というところかな。オ

レの９秒８３の世界記録を破るものがあるとしたら、それはオレでしかない」1988 年 09 月 20 日朝日 

・（１８）「オレより速い男はこれから先５０年は出ないだろう」－－昨年８月、ローマの第２回世

界陸上競技選手権男子１００メートル決勝で９秒８３の世界記録を樹立したベン・ジョンソン選手（カ

ナダ）は、こう豪語した。「頭にはスピードの世界しかなかった。まるで真空状態のなかを、オレは

１人で走っているようだった。ゴールをかけ抜けた瞬間、ゴオーと体をすり抜けた空気が、世界一を

知らせてくれたよ」1988 年 8 月 9 日朝日 

  

（１７）（１８）はソウル前のベン・ジョンソンである。力づよさ、ルイスに対する強い敵対心、

傲慢さを表すために役割語「オレ」が使われ、文末に「だろう」「～なんだ」「かい」などが使われ

る。しかし、ドーピングで失格になったあとは（１９）のように「私」に代わる。ドーピング検査で

引っかかって、傲慢さ、強さが出せないので「私」になるであろう。そして文末も「だろう」「～な

んだ」「かい」等も使われない。この場合もルイスの衰えとは別の意味ではあるが、自分が弱くなっ

                                                   
16 デニス・ミッチェルの第一人称に「私」（「わたし」、「ワタシ」の表記も含む）が使われたのは 1985 年 1 月 1
日から 2003 年 12 月 31 日まで（台頭し始めてから引退するころまで）で朝日、読売、毎日三紙合わせて１件のみ

であった。 
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たので「私」が使われ文末も「だろう」「～なんだ」「かい」等も使われないのであろう。このよう

にあることがきっかけで役割語が見かけなくなることがある17。こういう現象を「役割語の消滅」とい

うべきであろう。それから、（２０）は謝罪を表すために攻撃的な「オレ」を使わず「僕」という役

割語を使ったのであろう（役割語を変えたことになり「役割語の転換」と言えよう）。ただ、金水が

コメントした「（僕は）おとなしい・知的・インテリ」というより「僕」が持つ幼さ、幼稚さを表し

たかった（ベン・ジョンソンが犯した行為が稚拙であることを表したかった）のであろう。 

                             

・（１９）【ニューヨーク１３日＝横井特派員】カナダの男子陸上選手ベン・ジョンソン（２７）は

１３日、トロントで行われている薬物疑惑に関するカナダ政府特別調査委員会の公聴会で証言し、昨

年のソウル五輪の１カ月前に筋肉増強剤を使ったことを認めた。 

 ジョンソンは昨年９月２４日、ソウル五輪男子１００メートル決勝で優勝したが、尿から薬物が検

出され、金メダルをはく奪された。この日の証言によると、約１カ月前の８月２４日から２８日にか

け、コーチ、専属医師から３回に分けて筋肉増強剤の注射を受けたという。ジョンソン陣営は大会後、

「何者かが飲み物に薬物を混入した」として、とくに米国の陰謀だと示唆してきたが、ジョンソンは

この日、「家族や友人、私を尊敬してくれる子供たちに恥ずかしく、うそをついた」と、はっきり薬

物使用を認めた。1989 年 06 月 14 日 読売夕刊 

・（２０）陸上百ｍの世界記録保持者、ベン・ジョンソン選手（２７）は十三日（日本時間十四日）

トロントで開かれたカナダ政府連邦薬物使用事件調査委員会の二回目の公聴会で「僕の世界記録は汚

れている」と９秒８３の世界記録は薬物使用によって生まれたことを認めた。そして「薬を使わない

僕に、本当の世界記録を作るチャンスを与えてください。オリンピックでもう一度、僕の国・カナダ

のために走ることを許してください」と政府委員や傍聴席の人々に懸命に訴えた。1989 年 6 月 14 日 

毎日夕刊 

 

次の（２１）も出場停止あけの（アスリートとしての）弱いベン・ジョンソンなので、「オレ」で

はなくて「私」である。 

 

・（２１）男子１００メートル準決勝で米国のバレルやミッチェルら強豪と同じ第１組に出場したジ

ョンソン（カナダ）は、スタートに出遅れ１０秒７０で最下位に。第２組を合わせ完走した１５人の

なかでも最低の成績となり、決勝進出を果たせなかった。ソウル五輪で禁止薬物使用（ドーピング）

で失格となってから、常に世界の注目を浴びてきたジョンソンは、着替えをする他の選手ともほとん

ど口をきかなかったが、「私は自分のベストを尽くした。五輪に参加できて本当に幸せだった。来年

またがんばるよ」と言い残した。1992 年 8 月 3 日朝日 

 

選手から引退したあとは「オレ」は使われることはあまりない。次の（２２）がその例である。引

                                                   
17 ベン・ジョンソンが、ドーピング違反発覚前（1984 年 1 月 1 日～1988 年 9 月 24 日）は、朝日、読売、毎日

三紙合わせて「オレ」（「俺」、「おれ」の表記も含む）が 10 件、私（「わたし」、「ワタシ」の表記も含む）3 件、

ぼく（「僕」、「ボク」の表記も含む）3 件に対してドーピング違反後（1988 年 9 月 25 日～1992 年 12 月 31 日〔ド

ーピング違反の再犯で、国際陸連（現・世界陸連）から永久追放処分を受ける直前まで〕）はオレ（「俺」、「おれ」

の表記も含む）が 2 件、私（「わたし」、「ワタシ」の表記も含む）16 件、ぼく（「僕」、「ボク」の表記も含む）3 
件であった。 
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退して、一流アスリートではなく、ただの人であり、消極的性格と言っているので「オレ」は使われ

ないといえよう。 

 

・（２２）「私は狙われたんだ。私を陸上界から追放すれば、カール・ルイスが優勝する。そ

れによって彼のスポンサーはボロ儲けができる。あの事件には、莫大なカネが絡んでいた」  

ではソウル五輪で、なぜルイスがセーフで私がアウトだったか。それは私のスポンサーがイタ

リアのシューズ会社のディアドラで、ナイキでもアディダスでもなかったからだ。ディアドラ

はナイキのような、五輪の No.1 スポンサーにもなれる企業と比べるとはるかに小さい。だが、

ソウルの前年('87 年)の世界選手権で私がルイスを破って世界新(9 秒 83)を記録して以来、セー

ルスが飛躍的に伸び、世界一になろうとしていた。それが問題だった。私を犠牲にすることで、

ディアドラを引きずり落としたかった誰かがいたというわけさ。それがすべてだ。私に起きた

ことはあまりに不当だが、巨額のカネが絡むとここまでやられてしまう。世界の陸上関係者の

中には私を気の毒に思う人もいたが、私はとことん闘うことはしなかった。本来、私は消極的

で闘いを好まない性格だからね。だが、あの悪夢のような一日を忘れたことはない。あの日か

ら、私の人生は 180 度変わってしまった。みんながよってたかってベン・ジョンソンの人生を

破壊したんだ」当時を思い出し、怒りに震えるベン・ジョンソンに「もしいま、誰か一人だけ

殴っていいと言われたら誰を殴りたいか」と問いかけた時、彼は冒頭のように答えて、続けた。

「カール・ルイスだ。彼は私と同じこと(ドーピング)をやったはずなのに、私とは正反対の道

を行った」  

「慈善事業を通して、他人のために尽くす素晴らしさを知り、州の上院議員に立候補したいと

思うようになりました。若者が人生の夢を達成できるように、社会を刺激することが私の役目

であり、使命です」カール・ルイス 『週刊現代』2012 年 1 月 21 日号  

 

１２．結論 

以上考察したが次のことが言えるのではないか。 

① インタビューの翻訳のテロップと新聞雑誌等とで文末表現に差がありそうだ。 

② ドーピングなど社会的情勢が役割語使用と大きく影響をしている。ベン・ジョンソンのケースが 

そうである。ドーピングの前のベン・ジョンソンの第一人称は「オレ」ドーピング発覚後は「私」「僕」

であった。このように社会的情勢によって役割語が表れなくなる現象を「役割語の消滅」、役割語が別

の役割語になることを「役割語の転換」と呼ぶ。 

③ 同じ種目でもアスリートのタイプによって異なる。ルイスとボルトなどの場合ボルトの方がルイ 

スより「オレ」が多く使われるようだ。これは、性格、スプリンターの特性、競技の人生の違いから

来るのではないだろうか。 

 

１３．課題 

以下のことが課題であろう。 

１．歴代のスプリンターの新聞、ＴＶのデーター収集の強化、他の種目も同様にデーター収集の強化

が必要である。そして、特にインタビューの資料の強化が必要であるが、映像権、肖像権の問題には

気を付けなければならない。それらのデーターを基にさらに緻密な考察をしなければならない。 
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２．（２３）（２４）のようなカール・ルイスの発言で「自分」が多く使っていた。これは、役割語か

ら見るとどうであろうか。今後の考察の課題である。 

 

・（２３）誰かがやるはずだった。自分がその誰かになりたかった。 

http://meigennooukoku.net/blog-entry-1214.html（2014 年 2 月 1 日採集） 

・（２４）自分の地平を広げれば、無限の可能性が開かれる。失敗したことのない人間は成功すること

もない。たゆまざる挑戦が成功に繋がるからだ。http://meigennooukoku.net/blog-entry-1214.html（2014

年 2 月 1 日採集） 

 

３．女子アスリートの役割語の研究はどうであろうか。本研究では考察できなかった。次回の

課題としたい。なお、中長距離などのほかの陸上競技種目の外国人選手の役割語について紙面

の関係上言及できなかった。他のところで述べてみたい。  
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